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ロータリーの目的

四つのテスト
言行はこれに照らしてから

1．真実か　どうか
2．みんなに公平か
3．好意と友情を深めるか
4．みんなのためになるか　どうか

ロータリーの目的は、意義ある事業の
基礎として奉仕の理念を奨励し、これを
育むことにある。具体的には、次の各
項を奨励することにある。

知り合いを広めることによって
奉仕の機会とすること。

職業上の高い倫理基準を保ち、
役立つ仕事はすべて価値ある
ものと認識し、社会に奉仕する
機会としてロータリアン各自の
職業を高潔なものにすること。

ロータリアン一人一人が、
個人として、また事業および
社会生活において、日々、
奉仕の理念を実践すること。

奉仕の理念で結ばれた職業人が、
世界的ネットワークを通じて、
国際理解、親善、平和を
推進すること。

第 1

第 2

第 3

第 4

釡状なので「御釡」という名前がついた。湖面はエメラル
ドグリーンの水をたたえ、荒 し々い火口壁と対比して神秘
的な雰囲気。蔵王という山はない。峰それぞれに名があ
り、それらを包括した連なりを蔵王と呼んでいる。その蔵
王をこれまでとは異なる視点から眺めたとき、大地と人々
の大いなる歴史が浮かび上がって来る。緑の水をたたえた
蔵王の御釡。御釡の先に太平洋と仙台の街までが見え
た。まさに胸のすく絶景である。

SERVE TO CHANGE LIVES
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鈴
木 

俊 
一

ガ
バ
ナ
ー
メ
ッ
セ
ー
ジ

ガ
バ
ナ
ー
メ
ッ
セ
ー
ジ

国
際
ロ
ー
タ
リ
ー 

第
2
5
2
0
地
区

2
0
2
1
–
2
0
2
2
年
度 

ガ
バ
ナ
ー

Suzuki Shunichi

（
仙
台
南
R
C
）

　

国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
第
2
5
2
0
地
区
の

地
区
大
会
を
、無
事
に
開
催
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。仙
台
市・郡
和
子
市
長
、国
連

訓
練
調
査
研
究
所
U
N
I
T
A
R
元
所

長
ナ
ス
リ
ー
ン・ア
ジ
ミ
様
を
は
じ
め
と
し
た

グ
リ
ー
ン
レ
ガ
シ
ー
広
島
の
関
係
者
の
皆
様
、

国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
の
他
地
区
の
ガ
バ
ナ
ー
、ガ

バ
ナ
ー
夫
人
や
他
地
区
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
に
も

ご
臨
席
い
た
だ
き
、地
区
ロ
ー
ア
リ
ア
ン
多
数

の
皆
様
を
杜
の
都
へ
お
迎
え
致
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、シ
ェ
カ
ー
ル・メ
ー
タ
R
I
会

長
か
ら「
奉
仕
し
よ
う 

み
ん
な
の
人
生

を
豊
か
に
す
る
た
め
に
」（
S
e
r
v
e 

t
o 

C
h
a
n
g
e  

L
i
v
e
s
）と
い
う

テ
ー
マ
を
い
た
だ
き
世
界
中
の
ロ
ー
タ
リ
ア
ン

が
奉
仕
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
の
活
動
の
中
で
、我
々
の
地
区
だ
け
で

は
な
く
世
界
中
が
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
蹂
躙

さ
れ
て
、ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
奉
仕
活
動
や

様
々
な
行
事
は
、中
止
や
延
期
ま
た
は
リ

モ
ー
ト
開
催
な
ど
の
措
置
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
お
り
ま
し
た
。そ
の
た
め
に
、地
区
大

会
開
催
に
つ
き
ま
し
て
も
、慎
重
に
対
処
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
３
月
に
は
、大
き
な
地
震
の
た
め
に

新
幹
線
の
正
常
な
運
行
が
止
ま
っ
て
し
ま

う
な
ど
、地
区
内
で
大
き
な
被
害
が
あ
り

ま
し
た
。大
会
開
催
の
城
下
町
、仙
台
市
の

シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
青
葉
城
も
大
き
な
被
害
を

受
け
て
お
り
ま
す
。同
様
に
白
石
城
も
大

き
な
被
害
を
受
け
た
そ
う
で
す
。国
際
ロ
ー

タ
リ
ー
第
２
５
２
０
地
区
と
し
て
は
、地
域
の

中
心
地
二
か
所
の
お
城
の
修
復
の
た
め
に
、

地
区
の
記
念
事
業
と
し
て
資
金
の一部
を

援
助
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

混
乱
し
た
状
況
で
は
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
効
果
な
ど
か
ら
、コ
ロ
ナ
禍

の
や
や
縮
小
傾
向
を
見
込
み
ま
し
た
。ま

た
、新
幹
線
も
や
っ
と
復
旧
し
て
運
転
が
再

開
さ
れ
交
通
事
情
も
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

地
区
大
会・本
会
議
は
、2
年
間
お
休
み
し

て
お
り
ま
し
た
が
、感
染
症
へ
十
分
な
対
策

の
う
え
で
あ
れ
ば
、地
区
大
会
の
開
催
が
可

能
な
環
境
と
判
断
し
て
、開
催
を
決
定
致

し
ま
し
た
。

　

４
月
15
日
は
、雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
親
睦

ゴ
ル
フ
大
会
を
ス
タ
ー
ト
。４
月
16
日
の
午

前
中
は
、記
念
事
業
と
し
て
復
興
の
た
め
に

５
０
０
本
の
苗
木
を
植
樹
。午
後
か
ら
は
、

参
加
者
全
員
が
抗
原
検
査
を
受
け
た
う
え

で
、前
夜
祭
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

４
月
17
日
の
本
大
会
で
は
、久
々
に
リ
ア

ル
な
会
場
で
多
く
の
表
彰
を
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。特
別
講
演
は
、経
済
評
論

家・上
念
司
先
生
を
お
迎
え
し
て
、激
動
す

る
世
界
の
中
で
の
日
本
経
済
の
行
方
に
つ
い

て
ご
指
南
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

大
懇
親
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、開
催
の
可

能
性
を
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
探
っ
て
お
り
ま
し
た

が
、皆
様
の
健
康
や
、皆
様
の
ご
家
族
、お
仕

事
先
、お
住
い
の
地
元
地
域
、公
共
イ
メ
ー
ジ

へ
の
影
響
な
ど
を
考
え
ま
す
と
、ま
だ
ま
だ

リ
ス
ク
が
大
き
す
ぎ
ま
す
の
で
、中
止
と
致

し
ま
し
た
。誠
に
残
念
で
す
。次
年
度
以
降

に
開
催
で
き
る
こ
と
を
願
って
お
り
ま
す
。

　

本
大
会
は
、大
勢
の
皆
様
の
御
参
加
を

頂
い
て
い
た
中
で
、抗
原
検
査
な
ど
、不
都
合

な
面
も
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
ま
す
が
、ロ
ー

タ
リ
ー
の
友
情
に
免
じ
て
お
許
し
を
い
た
だ

き
た
く
、お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
11
年
目
の
４
月
16

日
午
前
中
に
、今
年
度
の
記
念
事
業
の
一

つ
と
し
て
、岩
手
・
宮
城
の
復
興
を
願
い

植
樹
を
致
し
ま
し
た
。

　

仙
台
市
若
林
区・荒
浜
小
学
校
震
災
遺

構
の
前
を
仙
台
市
か
ら
提
供
い
た
だ
き
、社

会
奉
仕
委
員
会
、高
校
生
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
、

ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
、ロ
ー
タ
リ
ア
ン
の
家
族
約

80
名
の
方
々
と一
緒
に
植
樹
の
奉
仕
作
業
を

行
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

苗
木
５
０
０
本
は
、ロ
ー
タ
リ
ア
ン
が
ご
住

職
を
務
め
る
仙
台
市
の
輪
王
寺
と
い
う
お

寺
で
心
を
込
め
て
育
て
ら
れ
ま
し
た
。そ
の

植
樹
へ
広
島
市
と
仙
台
市
の
未
来
を
友
情

で
つ
な
ぐ
た
め
に
、広
島
東
南
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
の
方
々
か
ら
の
お
力
添
え
で
、グ
リ
ー
ン

レ
ガ
シ
ー
広
島
が
管
理
す
る
被
爆
樹
木
の

苗
木
５
本
を
お
持
ち
い
た
だ
き
ま
し
た
。戦

争
で
爆
弾
を
落
と
さ
れ
、草
木
も
生
え
な
い

と
言
わ
れ
た
広
島
で
、再
び
芽
吹
い
た
樹
木

は
、多
く
の
市
民
に
生
き
る
勇
気
と
希
望
を

与
え
て
く
れ
た
そ
う
で
す
。

　

広
島
東
南
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
か
ら
の
宮

城
・
岩
手
の
全
て
の
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
へ
の

友
情
に
感
謝
し
、東
北
の
復
興
が
未
来
へ
続

く
希
望
と
な
り
、多
く
の
友
情
を
育
む
こ
と

を
祈
念
し
て
植
樹
式
も
行
い
ま
し
た
。

　

地
元
の
新
聞
や
T
V
の
ニ
ュ
ー
ス
で
も

報
道
さ
れ
、ロ
ー
タ
リ
ー
の
公
共
イ
メ
ー
ジ

向
上
に
も
役
立
つ
こ
と
が
出
来
た
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

大
会
の
運
営
に
際
し
ま
し
て
は
、ホ
ス
ト

ク
ラ
ブ
で
あ
り
ま
す
仙
台
南
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
の
会
員
の
方
々
、様
々
な
形
で
ご
支
援

を
い
た
だ
き
ま
し
た
在
仙
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
の
方
々
、ご
助
言
い
た
だ
き
ま
し
た
地
区

役
員
の
方
々
、地
区
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
の
皆
様
方

へ
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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「
青
少
年
奉
仕
月
間
」に
寄
せ
て

ロ
ー
タ
リ
ー
が
提
言
す
る
青
少
年
奉
仕
と
は
、「
指
導
力
養
成
活
動
、社
会
奉
仕
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
お
よ
び

国
際
奉
仕
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
、世
界
平
和
と
異
文
化
の
理
解
を
深
め
育
む
交
換
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。

　

青
少
年
奉
仕
月
間
に
関
し
て
執
筆

さ
せ
て
い
た
だ
く
に
あ
た
り
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
で
起
き
て
い
る
紛
争
に
よ
り

尊
い
命
を
失
わ
れ
た
全
て
の
方
の
ご

冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

　

ま
た
、
紛
争
が
一
刻
も
早
く
終
結

し
、
抑
制
を
受
け
て
い
る
若
い
世
代

の
方
々
が
未
来
に
向
け
歩
み
だ
せ
る

環
境
に
な
る
こ
と
を
強
く
願
う
次
第

で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
起
こ
っ
て
い
る

紛
争
な
ど
、
世
界
で
起
こ
っ
て
い
る

様
々
な
出
来
事
に
よ
り
我
々
の
生
活

様
式
や
経
済
活
動
は
大
き
な
変
化
を

強
い
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

同
時
に
、
次
世
代
を
担
う
若
い
世

代
の
活
動
へ
の
影
響
も
大
き
く
、
強

く
懸
念
せ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

青
少
年
奉
仕
月
間
に
寄
せ
て
考
え
る

に
あ
た
り
、
私
は
我
々
ロ
ー
タ
リ
ア
ン

の
青
少
年
奉
仕
の
意
味
と
意
義
、
活

動
の
在
り
方
に
つ
い
て
改
め
て
広
角

的
に
考
え
る
時
に
来
て
い
る
と
感
じ

て
お
り
ま
す
。

　

ロ
ー
タ
リ
ー
が
提
言
す
る
青
少
年

奉
仕
と
は
、
「
指
導
力
養
成
活
動
、

社
会
奉
仕
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
お
よ
び
国

際
奉
仕
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
、

世
界
平
和
と
異
文
化
の
理
解
を
深
め

育
む
交
換
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
、

青
少
年
な
ら
び
に
若
者
に
よ
っ
て
、

好
ま
し
い
変
化
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ

と
を
認
識
す
る
も
の
で
あ
る
と
あ

り
、
ま
た
、
青
少
年
奉
仕
は
ロ
ー
タ

リ
ー
が
若
い
世
代
を
重
視
し
て
い
る

こ
と
を
表
し
、
青
少
年
が
将
来
出
現

す
る
課
題
を
克
服
で
き
る
よ
う
、
私

達
が
、
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
と
し
て
、
青

少
年
へ
の
奉
仕
、
青
少
年
の
将
来
に

対
す
る
奉
仕
、
更
に
人
類
全
体
へ
の

奉
仕
を
通
じ
て
様
々
な
ツ
ー
ル
を
提

供
し
よ
う
と
努
力
す
る
こ
と
で
あ

る
」
と
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
私
が
思
う
の
は
現

在
の
環
境
下
で
如
何
に
正
し
い
情
報

と
未
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
広
く
拡
散
で

き
る
か
、
ま
た
、
未
来
に
向
け
変
化

と
多
様
性
に
富
ん
だ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

構
築
し
進
め
ら
れ
る
か
が
非
常
に
重

要
で
あ
る
と
い
う
事
で
す
。

　

2
0
2
1-

2
0
2
2
年
度
は
、

そ
の
足
場
創
り
と
し
、
私
も
含
め
青

少
年
奉
仕
の
情
報
が
少
な
い
ロ
ー
タ

リ
ア
ン
や
外
部
の
方
々
へ
む
け
、

ロ
ー
タ
リ
ー
の
青
少
年
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米山奨学生/次年度決定者

2022年度 国際ロータリー第2520地区

「米山記念奨学会オリエンテーション並びに奨学金授与式」

国際ロータリー第2520地区 
米山記念奨学会 副委員長 清水　努（塩釜RC）

　国際ロータリー第２５２０地区米山記念奨学会委
員会の米山奨学生のオリエンテーション並びに奨
学金授与式が4月3日、仙台市青葉区の江陽グラン
ドホテルにて行われた。新型コロナ禍の影響で開催
は三年ぶり、奨学生7人が新生活の門出を祝った。
　天沼久純ガバナーエレクトが挨拶で「奨学生は
ロータリー精神を学び、勉学や地域の活動を通し成
長し、充実した学生生活を過ごして欲しい」と述べ
た。奨学生には4月分の奨学金とバッジが授与され
た。オリエンテーションでは、奨学生の留意点等につ
いて委員長より説明があり、奨学生の面々は真剣な
眼差しでメモを取っていた。その後、奨学生一人ひ
とりが登壇し、流暢な日本語で決意を述べた。
　東北大学で心理学を学ぶ司 梓君さん（中国）
は「資格を取得しカウンセラーとして活躍したいと」

目を輝かせた。また、奨学生オリエンテーションに先
立ちカウンセラーオリエンテーションが開催され、世
話クラブとカウンセラーの役割について、白鳥委員
長より説明があり、事業の要は「カウンセラーの皆さ
ん」にあることを力説した。
　今年度のオリエンテーションは感染防止のため出
席者を最小限に止め、会食も取り止めとなった。

■日時：2022年4月3日（日）
■会場：江陽グランドホテル

氏　　名 国  籍 学 校 名 称
朱　子宜（ｼｭ ｼｷ）
レ ティ ゴック アン 
ソパチットワタナ,スパスモン
ファム ティ ハィ イェン
司　梓君（ﾂｶｻ ｼｸﾝ）
李　思遥（ﾘ ｼﾖｳ）
金　慧潾（ｷﾑ ﾍﾘﾝ）

岩手県立大学
岩 手 大 学
岩 手 大 学
宮 城 大 学
東 北 大 学
東 北 大 学
東 北 大 学

世話クラブ
盛岡西RC
北 上 R C
盛岡南RC
仙 台 R C
塩 竃 R C
仙台泉RC
築 館 R C

中 国
ベトナム
タ イ
ベトナム
中 国
中 国
韓 国

専   攻
ソフトウェア情報学専攻
応 用 生 物 化 学
デザイン・メディア工学
食 資 源 開 発
教 育 科 学
歯 学
ファインメカニクス

つかさ   しくん
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2021-2022年度 国際ロータリー第2520地区

「規定審議会」報告

国際ロータリー第2520地区 
2022年規定審議会 代表議員 松良 千廣（仙台南RC）

　4月10日（日）から14日（木）までシカゴで開かれ
た審議会はコロナの様子を見ながらズーム参加
に切り替えた。シカゴ時間の会議なので日本時間
では毎晩23時から朝7時までという時間、2時半か
ら4時まではランチブレイクだが日本では何も食べ
られない。7時になるともう明るいので酒を飲んで
8時から15時までの睡眠をとる5日間だった。
　日本からの地区代表は34人だが、10名がシカ
ゴで参加、24名がズーム参加であった。アイパッド
が2枚必要で、ズーム用とルミという投票用のシス
テムだった。
　世界から約500名が参加していたが、機械集
計なので投票から結果発表まで10秒位であっ
た。100件ほどの議題の内、関心が高かったのは
RIで唯一報酬が出ている役員である事務総長
の年収を下げる、又は在位10年以上なので、

任期を定めるなどの規定変更案が幾つか出てい
たが、すべて否決されていた。私としては是非可
決されて欲しかったところである。

2022-2023年度 国際ロータリー第2520地区

～去る、3月１６日の地震により被災された方々へ心よりお見舞い申し上げます。～

「会長エレクト研修セミナー（PETS）」の報告
国際ロータリー第2520地区 
次期代表幹事 藤村 祐介（盛岡南RC）

　2022年3月27日（日）13時より、会長エレクト研修セミ
ナー（PETS）を盛岡グランドホテルで開催いたしまし
た。地震の影響で仙台～盛岡間の新幹線が復旧さ
れず、対面式とオンライン形式のハイブリット開催となり
ました。
　対面式参加者53名、オンライン参加者42名の総勢
95名が参加いたしました。
　ガバナーエレクトの開会点鐘で始まり、鈴木俊一ガ
バナーよりご挨拶を頂戴した後、天沼ガバナーエレクト
より「Grow Up More Service and friendship　
もっと育てよう！奉仕と友情」と題した基調講演を頂き
ました。その後、伊藤智仁次期地区研修リーダーのご
挨拶に続き、地区組織、予算、ガバナー公式訪問の
説明をさせて頂きました。
　休憩をはさんで、小野寺則雄次期ロータリー財団
委員長より財団の概要について、藤﨑三郎助次期会

員増強・戦略計画委員長より会員増強・戦略計画に
ついて、山口淑子次期公共イメージ向上・女性会員
活性化委員長より女性会員活性化について、柴田次
期RLI委員長よりロータリーシップの研究会の概要に
ついて、鈴木賢ロータリーカード地域コーディネーター
よりロータリーカード推進について、お話しを頂きまし
た。最後にガバナーより講評を頂き閉会となりました。

■日時：2022年3月27日（日）13：００～
■会場：盛岡グランドホテル

奉仕しよう  みんなの
人生を豊かにするために
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2021‐22年度 国際ロータリー第2520地区

「仙台青葉RC創立30周年記念式典」
Anniversary

30
国際ロータリー第2520地区 
仙台青葉ロータリークラブ 細川 正智

　4月2日（土）コロナ感染症拡大により二転三転
してしまった仙台青葉ロータリークラブの30周年
記念式典を成功裡に終えることが出来ました。祝
賀会は時世を鑑み延期となり残念ではあります
が、多くの招待客の皆様にお越しいただき大変感
謝申し上げます。亡くなられた方への黙祷後、亀
田治会長の挨拶に始まり、ご来賓4名の方からご
祝辞を頂きました。また、記念事業として、聖ウルス
ラ学院英智高等学校様への認証伝達式を行い、
鈴木俊一ガバナーから伊藤宣子校長先生へ認
証状が手渡されました。その後の記念講演では、
仙台伊達家十八代当主の伊達泰宗様より「伊達
政宗公の歴史から学ぶ～試練と共に道は拓かれ
る～」と題しご講演いただきました。亀田会長が掲

げる「30年目からの第一歩」「政宗が生んだ伊達
な文化」の方針に沿った30周年の節目に大変ふ
さわしい記念講演でした。これからも40周年50周
年の日を迎えることが出来るようロータリアンとして
行動していこうと気持ちを新たにした一日でした。

■日時：2022年4月2日（土）
■会場：ホテルメトロポリタン仙台

2021‐22年度 国際ロータリー第2520地区

「石巻南RC創立30周年記念式典」
Anniversary

30
国際ロータリー第2520地区 
石巻南ロータリークラブ 会長 米谷 正信

　４月９日（土）石巻グランドホテルにおいて当クラ
ブ３０周年記念式典を挙行いたしましたところ、鈴
木俊一ガバナーを始め全国各地のロータリアンの
皆様、石巻圏域の市長・町長・ご来賓の皆様のご
臨席を賜り盛大に開催できましたこと衷心より御
礼申し上げます。
　コロナ禍での開催ということで、皆様方にはご
不安を持たれたことと存じますが、１００名を超える
方々にご臨席頂きましたことに重ねて感謝申し上
げます。感染防止対策には万全を期したつもりで、
今のところ感染のご報告は受けておらず安堵して
いるところであります。
　当日の式典は予定通り進み、その後のアトラク
ション・祝賀会も無事終了することができました。

ただ、当クラブの国際奨学生制度の対象である
フィリピン東ダバオＲＣとタイサムサコーンＲＣの皆
様にはコロナ禍のため来訪がかなわず残念でし
たが、リモートで参加いただき皆様にご挨拶頂きま
した。改めまして、ご臨席賜りましたロータリアンの
皆様の好意と友情に感謝申し上げ、当クラブ３０
周年記念式典の御礼とさせて頂きます。

■日時：2022年4月9日（土）
■会場：石巻グランドホテル
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■ホスト地区:ニューヨーク
■ホストロータリークラブ名　Metro New York City RC　コロンビア大学国際公共政策大学院

専攻分野 国際関係論 渡邉 英理奈

　最後の中間試験が終わり、春休みを挟み、今学期も
後半に入りました。今回の中間試験では久しぶりにテ
ストがあり、テスト勉強に追われていましたが、なんとか
無事終えることができました。春休みには学校の有志
主催の修学旅行のようなものがあり、イスラエルに旅行
をしてきました。総勢１５０名での旅行で、バス３台でイ
スラエルとパレスチナの政治的・文化的要所を巡りまし
た。１日目からゴラン高原というイスラエルが占領してい
る地域（イスラエル人にとっては占領ではなく居住して
いる地域という認識）に宿泊し、高台からシリアやヨル
ダンとの国境を一望しました。島国に暮らす日本人に
とっては国境がこうして一望できるのが不思議な感覚
です。さらにこれらの国々はイスラエルにとっては「敵
国」なので、「敵国」と国境を接しているという緊張感を
イスラエル人が感じていることを（シリア人やヨルダン人
も同様ですが）実感することができました。旅行を主催
しているのはイスラエル人のコロンビア大学の学生た
ちで、通常ですと政治的に対立しているパレスチナを
訪れることはないのですが、中立な立場で旅程を組ん
でくれたため、パレスチナにも訪問することができたのは
幸いでした。周囲を約８００キロメートルの高い壁で囲ま
れ、パレスチナに入る前には赤い看板に「この先イスラ
エル人が入ると安全は保障できません」という旨が書
かれており、対立の深さを感じました。パレスチナ内で
はゴミが散乱し、イスラエルとの国境へ向かう道路は長
い渋滞ができ、使える水の量がイスラエルから制限さ
れているため、各アパートの上には貯水タンクが付いて
います。欧米のように洗練されたテルアビブの街や美し
いエルサレムの街とは全く異なる風景が広がっており、

大変衝撃を受けました。パレスチナ自治政府の要人の
スピーチを聞きましたが、壁に閉ざされ、自治区の外へ
でることもできず、水や道路などのインフラを制限された
現状を作り出したイスラエルへの怒りで満ちていまし
た。そして、こうした現状を打開できるよう国際社会に協
力を求めていました。この旅行には将来国際社会の
リーダーを目指す学生が多く参加しています。もちろん、
私もです。こうした国際社会が直面している問題を目の
当たりにし、それぞれが将来この問題に対して何がで
きるのか、考えさせられた旅行でした。
　最後に、最近のキャンパスの様子ですが、キャンパス
はロシアがウクライナに侵攻して以来、ウクライナカラー
である黄色と青でライトアップされています。そのニュー
スがあった日にすぐ学生の中で戦争反対のデモがキャ
ンパスで行われました。イスラエルに行ったときにも感じ
ましたが、戦争は遠い過去の出来事ではなく、現実に
起きている脅威なのだということを実感した日々 でした。

　ニューヨークではついにマスク着用義務が撤回さ
れ、キャンパス内でもマスクを着用する必要がなくなりま
した。もちろん、地下鉄の中など、混雑した場所や公共
交通機関の中では今も着用が推奨されているため、多
くの人が着用しています。それでも、キャンパスでマスク
をしないというのは初めてのことですので、なんだか不
思議な気分です。一方、心配な出来事としては、アジア
人女性を狙った無差別の殺傷事件が多く起こってい
ることです。地下鉄での線路への突き落とし事件や見
知らぬ女性の後をつけ、刃物で何度も刺し、殺害する
事件、駅で女性の顔を殴るなどの暴力事件（１日で連
続７件発生したこともあります）のニュースを耳にするこ
とが多くなりました。学校の友人たちもこうした事件に恐
怖を感じ、日が暮れてからの外出を避けたりしていま
す。安全にはくれぐれも気を付けながら残りの留学期間
を全うしようと思います。

【学校生活について】

【ニューヨークについて】

2021‐22年度 国際ロータリー第2520地区 ロータリー財団委員会

「グローバル補助金奨学生 報告」

▲ゴラン高原から見えるシリアとの国境

▲テルアビブのマーケット

▲イスラム教第３の聖地  岩窟のドーム

▲キリスト教の聖地  聖墳墓協会 ▲聖墳墓教会内にあるキリストのお墓

▲ウクライナカラーに
ライトアップされたキャンパス

キリストが磔刑にあった場所の上に建てられた
教会で、磔刑から降ろされたキリストはこの写
真の場所に寝かされたそうです。
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2021‐22年度 国際ロータリー第2520地区 国際奉仕委員会

「ROTEX同窓会開催」報告

　我が地区のロータリーの翼事業として約50年
の間、数百名の岩手県宮城県の青少年が海を
渡りました。長期の学生は一年間の留学、短期の
学生はアメリカのオクラホマ州、テキサス州、
オーストラリアに1～2週間のホームスティを中心と
して訪問をしてきました。これらは本当に歴史ある
事業として素晴らしい実績を積み上げてきたと
思います。残念ながらこの2年間はコロナ禍の
為海外との交流はストップしていますが、これをま
た一つの機会と捉え、これまでのOB・OGを集めて
の同窓会を3月20日に仙台で開催しました。目的
としては同じ経験をした仲間づくり、そしてロータリー
の精神を引き継ぐローターアクトクラブやロータ
リーＥクラブ、そしてこれからの翼事業の受け入
れサポーターとして活躍の場を広げてもらう事で
す。　毎年素晴らしい経験をして帰って来ても、そ
れからの名簿化と連絡網が無かったので、その
後の活躍に繋げられなかったのはやはり勿体な
い事だと思っていました。今回は第一回として連
絡つくのが100名程度、その中でも参加出来る人
は3分の1程、そしてその後、生憎の大規模地震

があり遠方の人の数名は残念ながら来ることが
叶いませんでした。それでも集まっていた20数名と
ロータリアンで昔話しをしながら大いに盛り上がり
ました。それぞれが皆立派な大学生や社会人と
なっており、そしてそれぞれが翼事業から大きな
感銘と収穫を得て今でも感謝してもらっている
事を知る事が出来ました。皆の話しを聞きながら、
本当に素晴らしい事業であったと実感させられま
した。
　これからはそのネットワークを広げていき、
ローターアクトクラブからロータリークラブの
メンバーが一人でも増えていくようにサポートして
いきたいと思います。

■日時：2022年3月20日（日）15：00～18：00
■会場：森のパルク（藤崎一番町館Ｂ1）

国際ロータリー第2520地区
国際奉仕委員会 委員長 髙橋 孝一（柴田RC）
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ローターアクト震災遺構を訪ねる

　3月16日（日）にローターアクト会員とロータリアンで震災遺構の中浜小学
校の語り部ツアーに参加致しました。
　多くの犠牲者がでた東日本大震災から今年で12年目、震災が発生した
時11歳だった私はあの震災が残した爪痕がどれほど大きいものだったの
か、当時はあまり理解できていませんでした。そして、テレビに映る津波の恐
ろしさを実際に津波を目の当たりにしていない私にとって、津波はどこか他
人事のように感じる部分がありました。
　しかし、今回初めて震災遺構を訪れ、寒空の中、身を寄せて夜を過ごし
た人々の不安や予想以上の津波の大きさ、震災後の人々の葛藤などを感
じ、風化しつつある震災の記憶を後世に伝えるべきであると痛感しました。
　津波を経験したことがなくとも、震災の記憶をつなぐことで尊い命がリ
レーされていくのではないかと思います。

■日 時：2022年3月16日（日）
■場 所：震災遺構 中浜小学校（宮城県山元町）

震災遺構 中浜小学校

震災遺構中浜小学校 語り部さん

山元町にていちご狩り

中浜小学校

仙台RAC　地区幹事 和田 夏歩
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「ありがとうござりした」
地区大会報告2021‐22年度 国際ロータリー第2520地区

4/15FRI

SAT16

地区親睦記念ゴルフ大会
会　場 泉パークタウン ゴルフ倶楽部
泉パークタウンゴルフ俱楽部にて、総勢81名の参加で行われ
ました。雨が降り続く中ではありましたが、地区内の皆さま
との和気あいあいとした雰囲気での開催となりました。

記念植樹
会　場 仙台市若林区荒浜地区付近
震災遺構仙台市立荒浜小学校付近において広島東南ロータリー
クラブ、グリーンレガシーの協力により、東日本大震災からの
復興のあゆみと、復興を通じて培った友情の証としての記念植
樹事業。植樹木には被爆樹木（銀杏、榎）も含まれている。

SAT16 地区大会前夜祭
会　場 ウェスティンホテル仙台
ウェスティンホテル仙台を会場に159名をお迎えし、抗原
検査を実施の上ご参加をいただきました。オープニングでは
常盤木学園高等学校チアダンス部によるダンスで会場中に
元気をもらいました！

奉仕しよう  みんなの
人生を豊かにするために

▲個人の部  優勝   金子 隆史（角田RC）

▲レディース優勝
　温泉川 梅代（広島東南RC）▲団体の部  優勝（石巻東RC）
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「ありがとうござりした」
地区大会報告2021‐22年度 国際ロータリー第2520地区

4/ 地区大会本会議

特別講演

会　場 仙台国際センター

  経済評論家/上念 司 氏による
   「参院選が分かれ道！日本経済の行方」

奉仕しよう  みんなの
人生を豊かにするために
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寄 付 報 告

仙 台 西 R C
仙 台 西 R C
仙 台 泉 R C

古 積 　 昇
庄子　裕介
鷲尾　光男

寄付分類 クラブ名 氏　　名
■米山記念奨学会

石 巻 東 R C
石 巻 西 R C
盛岡中央RC
佐 沼 R C
佐 沼 R C
佐 沼 R C
佐 沼 R C

相原 賢太郎
沼倉 運一郎
西野　利夫
武 川 　 毅
小野寺 伸浩
山 田 　 正
髙田　次雄

寄付分類 クラブ名 氏　　名

マルチプル
ポールハリス・
フェロー

米山功労者
マルチプル

■ロータリー財団

佐 沼 R C
佐 沼 R C
石 巻 西 R C
石 巻 西 R C
宮 古 R C
宮 古 R C
宮 古 R C

佐藤　幸一
猪股　育夫
菊地　敏宏
松本　充代
赤沼 圭一郎
木 村 　 誠
小山田 大助

寄付分類 クラブ名 氏　　名

ポールハリス・
フェロー

マルチプルポール
ハリス・フェロー

新入会員報告

［電気設備工事］
2022年3月入会
藤森 勝明

久 慈 Ｒ Ｃ

［損害保険］
2022年4月入会
石戸 保光

盛 岡 南 ＲＣ

［健康と運動］
2022年3月入会

川人 圭将

仙 台 冠 ＲＣ

［商品開発］
2022年3月入会

高橋 育子

仙 台 冠 ＲＣ

［電気工事］
2022年3月入会

丹野 将紀

仙 台 西 ＲＣ

［産廃処分業］
2022年3月入会

二瓶 毅浩

仙 台 西 ＲＣ

［旅行業］
2022年4月入会
工藤　毅

仙台青葉ＲＣ

［自動車修理業］
2022年3月入会
太田 祐輔

気仙沼南ＲＣ

［生命保険］
2022年4月入会
中田 盛久

気仙沼南ＲＣ

［建築業］
2022年3月入会
山下 英朗

石 巻 東 ＲＣ

［神社］
2022年4月入会
窪木 好文

石 巻 西 ＲＣ

クラブ名 退 会 日氏　　名 職業分類
仙 台 R C
仙 台 R C
仙 台 R C
仙 台 R C
仙 台 R C
仙 台 R C
仙 台 R C
仙 台 R C

2022 .1 . 1
2022.2.28
2022.2.28
2022.3.29
2022.3.29
2022.3.29
2022.3.29
2022.3.39

江村賢太郎
曽根原　努
仁井　健二 
前 　 直 裕
石塚　由紀
筌口　基浩
藏 田 　 順
竹内　一順

水 産 物 卸
建 設 業
事務オートメーション機器製造
証 券 業
百 貨 店
鉄 鋼 業
損 害 保 険
証 券 業

クラブ名 退 会 日氏　　名 職業分類
仙台青葉RC
仙台青葉RC
仙 台 北 R C
仙 台 北 R C
仙 台 北 R C
仙 台 東 R C
仙 台 東 R C

2022.3.31
2022.3.31
2022.3.30
2022.3.30
2022.3.30
2022.3.28
2022.3.28

飯川　洋一
阿部　浩一
五十嵐　徹
森永　　卓
佐藤　克之
荒川　辰也
高橋　英人

司 法 書 士
旅 行 業
建築設計及び監理
保 険 ー 海 上
石 油 卸 売 業
ビ ー ル 製 造 業
電 気 事 業

クラブ名 氏　　名 職業分類
種 市 R C
盛 岡 南 R C
盛 岡 南 R C
盛岡滝ノ沢RC
花 泉 R C
気仙沼南RC
釜 石 R C
釜 石 R C

佐々木政城
中 島 　 健
羽川　久美
太田マリ子
八島　隆一
佐藤　文明
田 中 　 誠
平泉　博史

地 方 銀 行
損 害 保 険
広 告 業
保 育 施 設
郵 政
生 命 保 険
電 力 事 業
製 鐵 製 造

退 会 日
2022.3.31
2022.3.31
2022 .4 . 5
2022.3.31
2022.3.31
2022.3.31
2022.3.31
2022.3.31

退会会員報告
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❶

❷

［ガバナー事務所］〒980-0014 宮城県仙台市青葉区本町1-1-8 第一日本オフィスビル8階4号
TEL：022-224-0151　FAX：022-224-0152 月～金10：00～18：00（土・日・祝日休み） E-mail：ri2520-sendai@sage.ocn.ne.jp

国際ロータリー第2520地区 鈴木　俊一ガバナーRotary international District 2520
■地区代表幹事／星  　　毅　■事務局長／和田 達雄　■事務局スタッフ／星川　隆裕 ・ 阿部　杏子

事 務 局 通 信
2021-2022年度 第2520地区ガバナー月信第11号
をお届けいたします。4月16日～17日に開催されま
した地区大会は、会員のみなさまのご協力のもと
なんとか無事終えることができました。当日は
不手際や不行届きがあったかと存じます。大変
申し訳ございません。引き続き事務局一同気を
引き締めて取り組んで参ります。みなさまのご
理解とご協力、ご指導をお願いいたします。

5月・6月行事予定

6
Sun Mon

2022

Tue Wed Thu Fri Sat

June

8
15
22

9
16
23

10
17
24

11
18
25

5
12
19

6
13
20

7
431 2

14
21

26 27 28 29 30

❹6/19㈰ 二戸ロータリークラブ創立６０周年記念式典
［会場］二戸パークホテル（岩手）

❺6/26㈰ 仙台泉ロータリークラブ創立50周年記念式典
［会場］江陽グランドホテル（宮城）

❸6/18㈯
　　～19㈰

RIJYEM［会場］くまもと森都心（しんとしん）プラザ、
ANAクラウンプラザホテル熊本ニュースカイ（熊本）

❷6/12㈰

世界大会
［会場］ヒューストン（アメリカ）

❶6/4㈯
　　 ～8㈬

岩谷堂ロータリークラブ創立６０周年記念式典
［会場］ホテルニュー江刺本館（岩手）

❸

ロ ー タ リ ー 文 庫
「ロータリー文庫」は、日本ロータリー50周年記念事業の－つとし
て、昭和45年に設立された皆様の資料室です。ロータリー関係の
文献や資料など約2万4千点が収集整備され、ロータリアンの皆さ
んのご利用に備えております。 
〒105-0011　東京都港区芝公園2丁目6番15号
　　　　　　　黒龍芝公園ビル3F
TEL：03（3433）6456、FAX：03（3459）7506
http://www.rotary-bunko.gr.jp
【開館時間】月～金 午前10時～午後5時（祝祭日休館）

⬆QRコードからも
     簡単アクセス

国際ロータリー第2520地区 ホームページ

2520地区 検索
https://ri-d2520.com/

❹

5
Sun Mon

2022

Tue Wed Thu Fri Sat

May

11
18
25

12
19
26

13
20
27

14
21
28

8
15
22

9
16
23

10
4 5 6 731 2

17
24

29 30 31

❹5/22㈰ 仙台泉ロータリークラブ創立５０周年記念講演
［会場］仙台国際センター（宮城）

❺5/28㈯ 花巻北ロータリークラブ創立５０周年記念式典
［会場］花巻温泉（岩手）

❻5/29㈰ 次年度地区研修・協議会
［会場］盛岡グランドホテル（岩手）

❸5/22㈰ 第6分区大崎ゾーンIM
［会場］アインパルラ浦島（宮城）

❷5/21㈯

陸前高田ロータリークラブ６０周年記念式典
［会場］キャピタルホテル1000（岩手）

❶5/14㈯

塩釜ロータリークラブ創立７０周年記念式典
［会場］ホテルグランドパレス塩釜（宮城）

❶

❸ ❺❹

❻

❷

❺
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77

76
75
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72

71

70

69

68

61 626057

56

55

54
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66 6763 6564 5352

5150

4746

45

44

49

48

4342

4140

3736

35

34

39
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3332

3130

2726

2524 29

28

23 22

2120

171615

14

1918

1312

11

10

7654

98

3

2

1

第一分区
1 久慈 RC
2 二戸 RC
3 種市 RC
4 盛岡 RC
5 盛岡北 RC
盛岡西 RC6

盛岡南 RC
盛岡東 RC
盛岡中央 RC
盛岡西北 RC
盛岡滝ノ沢 RC

7

8

9

10

11

第四分区
32 釡石 RC
33 釡石東 RC
34

35 遠野 RC
大槌 RC

36 宮古 RC
37 宮古東 RC
38 山田 RC

第二分区
12 花巻 RC
13 花巻南 RC
14 花巻北 RC
15 北上 RC
16 北上西 RC

17 北上和賀 RC
18 岩谷堂 RC
19 前沢 RC
20 水沢 RC
21 水沢東 RC

第三分区
22 花泉 RC
23 平泉 RC

千廐 RC

24 一関 RC
25 一関中央 RC
26 大船渡 RC
27 大船渡西 RC
28 陸前高田 RC
29

30 気仙沼 RC
31 気仙沼南 RC

第五分区
39 石巻東 RC
40 石巻西 RC
41 石巻南 RC
42 栗駒 RC
43 築館 RC
44 佐沼 RC
45 若柳 RC

第八分区
68 岩沼 RC
69 名取 RC
70 亘理 RC
71 角田 RC
72 丸森 RC

73 白石 RC
74 白石北 RC
75 柴田 RC
76 村田 RC
77 大河原 RC

46 古川 RC
47 古川東 RC
48 岩出山 RC
49 加美 RC
50 大和 RC
51 松島 RC

52 塩釡 RC
53 塩釡東 RC
54 多賀城 RC
55 利府 RC
56 七ヶ浜 RC

第六分区

第七分区
57 仙台 RC

59 仙台青葉 RC
60 仙台冠 RC
61 仙台レインボーRC
62 仙台南 RC

仙台南・白石R衛星

63 仙台北 RC
64 仙台東 RC
65 仙台西 RC

58 仙台泉 RC

66 仙台宮城野 RC
67 仙台奥羽 RC

District 2520

wate areaI

iyagi areaM
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